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● 特集：企画展「甲斐道をゆく−交流の文化史−」 ●

　
山
梨
で
は
、
し
ば
し
ば
「
陸
の
孤
島
」
と
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
台
風
や
大
雨
に
な
る
と
、
中
央
線
、
身
延
線
や
国
道
二
〇
号
、
五
二
号
な
ど
、

他
県
に
通
じ
る
主
要
な
道
が
通
行
止
め
と
な
り
、
先
の
言
葉
を
実
体
験
し
た
方
も
少
な
く

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
道
路
整
備
や
河
川
工
事
、
山
林
工
事
な
ど
が
進
展
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
も
、
こ
の

よ
う
な
情
況
が
生
じ
る
の
で
す
か
ら
、
江
戸
時
代
以
前
と
な
れ
ば
、
些
細
な
事
故
で
あ
っ

て
も
、
通
行
に
苦
労
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
県
土
の
周
囲
を
高
い
山
々
で
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
交
通
路
が

限
定
さ
れ
、
さ
ら
に
山
間
部
を
通
る
不
安
定
な
道
が
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え
、
山
梨
は
古
来
よ
り
他
地
域
と
隔
絶
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
、
特
に

他
国
の
人
に
強
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
山
あ
い
の
地
を
意
味
す
る
「
峡
」
の
字

が
、
現
在
も
「
峡
中
」
な
ど
の
地
域
呼
称
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
人
々
が
山
梨
に
対
し
て

抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
表
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
歴
史
を
ひ
も
と
け
ば
、
多
く
の
人
々
が
甲
斐
を
往
来
し
、
様
々
な
文
物
を
遺

し
て
き
た
こ
と
が
、
多
く
の
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
甲
斐

の
人
々
も
、
頻
繁
に
他
国
へ
と
足
を
伸
ば
し
、
様
々
な
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
人
・
モ
ノ
の
往
来
を
支
え
た
の
が
、
幾
筋
も
の
び
る
甲
斐
の
陸
・
川
の
道
だ
っ
た
の
で

す
。

　
県
立
博
物
館
で
は
、「
甲
斐
道
を
ゆ
く
ー
交
流
の
文
化
史
ー
」
と
題
し
て
、山
梨
の
「
道
」

と
、
道
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
様
々
な
交
流
の
歴
史
を
以
下
の
四
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
紹
介
し

ま
す
。

□
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
歩
い
た
道
ー
古
代
の
道
ー

　
近
年
の
研
究
で
は
、
甲
斐
国
は
東
山
道
と
東
海
道
の
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
課
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
交
ひ
＝
甲
斐
」
の
国
名
が
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
古
代
に
お
い
て
甲
斐
国
が
交
通
の
要
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

ノ
ミ
コ
ト
が
酒
折
宮
に
立
ち
寄
っ
た
伝
承
や
、
古
代
甲
斐
国
の
交
通
や
交
易
に
関
わ
る
出

土
資
料
・
文
献
資
料
な
ど
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

酒折宮連歌図

土佐光起筆

小淵沢村山論裁許絵図

（北杜市教育委員会蔵）

企
画
展
「
甲か

い

ど

う

斐
道
を
ゆ
く
　ー
交
流
の
文
化
史
ー
」

― 

県
立
博
物
館 

―

特　集
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● 特集：企画展「甲斐道をゆく−交流の文化史−」●

□
　
武
田
信
玄
　
出
陣
の
道
ー
中
世
の
道
ー

　
中
世
に
は
、
鎌
倉
街
道
（
御
坂
路
な
ど
）
を
中
心
に
交
通
路
が
整
備
さ
れ
、
市
・
宿
の

発
達
な
ど
に
よ
り
、
活
発
な
人
・
モ
ノ
の
往
来
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
武
田
信
玄
は
甲
斐
国
か
ら
他
国
へ
延
び
る
道
を
つ
う
じ
て
領
土
を
四
方
に
伸
ば

し
ま
し
た
。
合
戦
の
時
に
は
、
軍
勢
の
移
動
の
た
め
に
交
通
路
が
整
備
・
利
用
さ
れ
、
江

戸
時
代
以
降
の
道
へ
と
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
信
玄
が
作
ら
せ
た
道
と
し
て
著
名
な
「
棒

道
」
の
名
を
記
し
た
最
古
の
資
料
、「
小
淵
沢
村
山
論
裁
許
絵
図
」
な
ど
を
展
示
す
る
予

定
で
す
。

□
　
甲
州
街
道
と
近
世
の
道

　
江
戸
時
代
に
な
り
、
江
戸
を
起
点
と
し
た
五
街
道
が
整
備
さ
れ
、
甲
州
街
道
は
そ
の
ひ

と
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
甲
州
街
道
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
の
道
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
富
士
山
や
身
延
山
へ
の
参
詣
旅
行
、
賑
わ
い
を
み
せ
た

宿
場
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
開
発
さ
れ
、
物

流
の
大
動
脈
と
な
っ
た
富
士
川
の
水
運
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

□
　
近
代
の
道
と
鉄
道

　
開
港
や
明
治
維
新
な
ど
の
転
換
期
に
、甲
州
の
人
々
は
貿
易
港
横
浜
に
進
出
す
る
な
ど
、

幅
広
い
活
躍
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、県
内
で
は
近
代
的
な
道
路
整
備
に
加
え
て
、

中
央
線
な
ど
の
鉄
道
が
整
備
さ
れ
、
よ
り
速
く
、
よ
り
遠
く
へ
の
移
動
を
可
能
と
し
た
ほ

か
、
産
業
の
発
達
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

中
央
線
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
入

口
に
掲
げ
ら
れ
た
扁
額
「
因
地
利
」（
伊
藤
博
文
揮
毫
）

の
拓
本
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
紹
介
を
通
し
て
、
現
在
も
各
地
に
残
る
古

道
を
見
つ
め
な
お
し
、
未
来
の
山
梨
の
道
に
つ
い
て
、

皆
様
も
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
展
示
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

《
開
催
期
間
》

　
平
成
二
十
一
年
十
月
三
日
（
土
）
～
十
一
月
三
十
日

（
月
）

《
開
館
時
間
》

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

《
休
館
日
》

　
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

《
観
覧
料
》

　
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
　

　
一
般
五
〇
〇
（
四
〇
〇
）
円
、
高
校
・
大
学
生
二
一
〇
（
一
六
〇
）
円
、

　
小
・
中
学
生
一
〇
〇
（
八
〇
）
円
　

　
※
（
　
）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
割
引
、
県
内
宿
泊
者
割
引
料
金

小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日
無
料

六
十
五
歳
以
上
の
方
（
健
康
保
険
証
等
持
参
）
は
無
料

（
無
料
・
割
引
対
象
の
方
は
、
証
明
す
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）

障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
場
合
ご
本
人
と
介
護
の
方
一
名
が
無
料

中央線笹子トンネル扁額「因地利」拓本（個人蔵）

身延山詣之図
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● イメージをめぐる冒険　２０世紀巨匠たちの挿絵本　ピカソ、マティス、シャガール ･･･ ●

　
ピ
カ
ソ
、
マ
テ
ィ
ス
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
・
・
・
、
二
十
世

紀
を
華
や
か
に
彩
っ
た
前
衛
芸
術
家
た
ち
は
、
絵
画
に
と

ど
ま
ら
ず
、
版
画
や
陶
芸
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
超
え
た
幅
広

い
表
現
を
生
涯
に
わ
た
り
追
究
し
つ
づ
け
ま
し
た
。
特
に

版
画
は
、
油
彩
画
に
匹
敵
す
る
独
立
し
た
表
現
手
段
と
し

て
、
画
家
の
代
表
作
と
も
な
る
傑
作
が
数
多
く
生
み
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
二
十
世
紀
半
ば
に
は
、
ヴ
ォ
ラ
ー
ル
や
テ

リ
ア
ー
ド
、
ス
キ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
画
商
や
出
版
者
た

ち
の
依
頼
を
受
け
て
、
版
画
と
文
章
を
組
み
合
わ
せ
た
豪

華
挿
絵
本
の
世
界
は
黄
金
時
代
を
迎
え
ま
す
。
成
熟
期
を

迎
え
た
画
家
た
ち
は
文
字
と
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
を
交
感

し
、
ま
た
画
家
た
ち
の
版
画
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
応
え

る
よ
う
に
、
版
画
工
房
の
技
術
革
新
が
進
み
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
、「
リ
ー
ヴ
ル
・
ダ
ル
テ
ィ
ス
ト

（
芸
術
家
の
本
）」
と
呼
ば
れ
る
豊
か
な
挿
絵
本
の
世
界
が

花
開
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
画
家
の
感
性
に
よ
っ
て
選
ば

れ
、
つ
む
ぎ
出
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
物
語
と
し
て
、
深
い
魅

力
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
挿
絵
本
は
、
そ
の
画
家
の
他
の
絵
画
作
品
の

成
立
を
支
え
る
背
景
と
し
て
、
画
家
た
ち
の
実
験
や
構
想

の
糸
を
た
ど
る
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
ま
た
そ
こ
か
ら

画
家
た
ち
の
洗
練
さ
れ
た
表
現
を
発
見
す
る
貴
重
な
機
会

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
　

　
本
展
で
は
、
挿
絵
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る
う

ら
わ
美
術
館
の
収
蔵
品
を
中
心
に
、
二
十
世
紀
で
最
も
美

し
い
本
と
謳
わ
れ
る
マ
テ
ィ
ス
の
『
ジ
ャ
ズ
』
を
始
め
、

シ
ャ
ガ
ー
ル
の
『
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
』、ピ
カ
ソ
の
『
フ

ラ
ン
コ
の
夢
と
嘘
』
と
い
っ
た
豪
華
挿
絵
本
の
世
界
を
紹

介
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
「
サ
ー
カ
ス
と
踊
り
子
」「
語
り

つ
が
れ
る
物
語
」「
わ
た
し
の
祖
国
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
油
彩
画
を
含
め
た
約
二
百
十
点
を
展
示
し
、
巨

匠
た
ち
が
織
り
な
す
色
彩
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
を
紹

介
し
ま
す
。

　
展
覧
会
期
中
に
は
、
記
念
講
演
会
の
ほ
か
、
映
画
会

『
シ
ャ
ガ
ー
ル
　
ロ
シ
ア
と
ロ
バ
と
そ
の
他
の
も
の
に
』

や
、
担
当
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。
芸
術
の
秋
、
二
十
世
紀
の
名
画
に
触
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

会

期
　
十
月
十
七
日
（
土
）
〜

十
一
月
二
十
三
日
（
月
・
祝
）

開
館
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

マルク・シャガール

『ダフニスとクロエ』1961 年

うらわ美術館

休

館

日
　
十
一
月
四
日
（
水
）、
九
日
（
月
）、

十
六
日
（
月
）

※
十
月
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す

観

覧

料
　
一
般 

一
〇
〇
〇
（
八
四
〇
）
円
　

大
・
高
生
五
〇
〇
（
四
二
〇
）
円
、

中
・
小
生
二
六
〇
（
二
一
〇
）
円

（
　
　
）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
、

県
内
宿
泊
者
割
引
料
金

小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜

日
無
料

六
五
歳
以
上
の
方
（
健
康
保
険
証
等
持
参
）

は
無
料

障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
場
合
　

ご
本
人
と
介
護
の
方
一
名
が
無
料

イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
冒
険
　二
十
世
紀
巨
匠
た
ち
の
挿
絵
本
　ピ
カ
ソ
、
マ
テ
ィ
ス
、
シ
ャ
ガ
ー
ル･

･
･

― 

山
梨
県
立
美
術
館 

―
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● 開館２０周年記念企画展「樋口一葉と甲州」 ●

　
樋
口
一
葉
は
、
二
十
四
年
と
八
ヶ
月
の
短
い
生
涯
の
中
、
特
に
「
奇
蹟
の
十
四
か
月
」

と
呼
ば
れ
る
亡
く
な
る
直
前
の
短
い
歳
月
に
、「
た
け
く
ら
べ
」「
に
ご
り
え
」
な
ど
の
名

作
を
次
々
に
発
表
し
、
文
学
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
本
展
で
は
幕
末
の
動
乱

期
に
志
を
も
っ
て
江
戸
に
出
た
一
葉
の
父
母
の
故
郷
に
光
を
あ
て
ま
す
。

　
下
段
の
写
真
は
、
甲
州
市
塩
山
の
放
光
寺
が
所
蔵
す
る
養
鸕
徹
定
制
作
「
法
隆
寺
金
堂

西
壁
阿
弥
陀
三
尊
像
図
写
」
で
、
奈
良
法
隆
寺
金
堂
壁
画
（
七
世
紀
末
に
描
か
れ
、
昭
和

二
十
四
年
に
焼
失
）
の
現
存
最
古
の
模
写
で
す
。
浄
土
宗
の
高
僧
養
鸕
徹
定
は
、
真
下
晩

菘
（
陸
軍
奉
行
並
支
配
）
が
故
郷
の
放
光
寺
に
五
百
羅
漢
堂
の
建
立
を
企
画
し
た
こ
と
に

感
動
し
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
、
そ
の
本
尊
と
し
て
放
光
寺
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
真
下
晩
菘
は
現
在
の
甲
州
市
塩
山
に
生
ま
れ
、
一
葉
の
祖
父
八
左
衞
門
の
親
友
で
、
一

葉
の
父
大
吉
は
、
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
、
真
下
を
頼
り
、
同
郷
の
古
屋
あ
や
め
と
と

も
に
江
戸
に
出
ま
す
。
江
戸
で
大
吉
は
、
真
下
が
勤
務
す
る
蕃
書
調
所
の
小
遣
か
ら
、
精

進
を
重
ね
、
や
が
て
幕
臣
と
な
り
ま
す
。
真
下
の
五
百
羅
漢
堂
の
建
立
計
画
は
、
江
戸
幕

府
の
崩
壊
に
よ
り
実
現
せ
ず
、
放
光
寺
に
納
め
た
羅

漢
画
像
も
二
百
二
十
点
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
本
展

で
は
蕃
書
調
所
時
代
に
真
下
の
配
下
に
い
た
洋
画
家

の
川
上
冬
崖
の
描
い
た
羅
漢
像
も
展
示
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
代
表
作
「
た
け
く
ら
べ
」
原
稿
や
、

山
梨
を
描
い
た
「
ゆ
く
雲
」
草
稿
、
初
展
示
と
な
る

塩
山
慈
雲
寺
の
「
一
葉
女
史
碑
」
の
拓
本
な
ど
、
約
二
百
点
の
資
料
で
、
時
を
超
え
て
生

き
続
け
る
一
葉
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

◇
会

期
　
平
成
二
十
一
年
九
月
十
九
日(

土)

～
十
一
月
二
十
三
日(

月)

◇
開
館
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

◇
休

館

日
　�

月
曜
日
（
た
だ
し
祝
日
と
十
月
二
十
六
日
、
十
一
月
二
日
は
開
館
）、
九

月
二
十
四
日
、
十
一
月
四
日

◇
企
画
展
観
覧
料
　
　

一
般
六
〇
〇
（
四
八
〇
）
円
、
大
・
高
生
四
〇
〇
（
三
二
〇
）
円
　

中
・
小
生
二
五
〇
（
二
〇
〇
）
円

（
　
）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
、
県
内
宿
泊
者
割
引
料
金

小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日
無
料

六
十
五
歳
以
上
の
方
（
健
康
保
険
証
等
持
参
）
は
無
料

（
無
料
・
割
引
対
象
の
方
は
、
証
明
す
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）

下村為山
樋口一葉肖像

養鸕徹定制作「法隆寺金堂西壁阿弥陀三尊像図写」放光寺蔵
（甲州市指定文化財）

開
館
二
十
周
年
記
念
企
画
展
「
樋
口
一
葉
と
甲
州
」

― 

山
梨
県
立
文
学
館 

―
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● 学校評価制度は、健全な学校の営みを明らかにするもの ●

　
自
分
の
仕
事
に
つ
い
て
適
切
に
「
自
己
点
検
で
き

る
」
こ
と
は
、
自
ら
が
向
上
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な

「
自
己
管
理
能
力
」
で
す
。
こ
の
よ
う
に
自
己
点
検
し

て
、
次
の
目
標
を
設
定
し
、
改
善
し
て
い
く
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
」
の
見
取
り
に
よ
る
検
証
サ
イ
ク
ル
を
導
入
す
る
こ

と
が
、
教
育
界
に
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
約
六
十
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
教
育
基
本
法
第

十
七
条
に
よ
る
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
も
、
十
年
先

を
見
通
し
て
計
画
し
、
五
年
ご
と
に
評
価
し
改
善
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
校
教
育
法
、

同
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
教
育
改
革
の
一
つ
と
し

て
、
自
己
評
価
や
学
校
関
係
者
評
価
を
行
う
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
教
育
の
質
の
保
証
の
た
め
に
学
力
評
価
や
教
育
課
程

評
価
が
位
置
付
け
ら
れ
、
教
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め

に
教
員
評
価
が
、
そ
し
て
、
学
校
運
営
と
組
織
の
改
革

の
た
め
に
学
校
評
価
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
評
価
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
と
、学
校
の
「
弱

み
」
を
探
し
て
指
導
さ
れ
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
す

が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
評
価
の
目
的
を
次

の
よ
う
に
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

学
校
評
価
の
目
的

①
　
各
学
校
が
、
自
ら
の
教
育
活
動
そ
の
他
の
学
校
運

営
に
つ
い
て
、
組
織
的
・
継
続
的
な
改
善
を
図
る

こ
と
。

②
　
学
校
評
価
の
実
施
・
結
果
の
公
表
に
よ
り
、
適
切

に
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
保
護
者
・
地

域
住
民
等
か
ら
理
解
と
参
画
を
得
て
、
そ
の
連
携

協
力
に
よ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
。

③
　
設
置
者
が
、
学
校
評
価
の
結
果
に
応
じ
て
、
学
校

に
対
す
る
支
援
や
条
件
整
備
等
の
改
善
措
置
を
講

じ
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
水
準
の
保
証
・
向
上
を

図
る
こ
と
。

　
学
校
評
価
は
、「
自
己
評
価
」「
学
校
関
係
者
評
価
」「
第

三
者
評
価
（
外
部
評
価
）」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
評
価
の
取
組
の
根
幹
と
な
る
「
自
己
評
価
」
は
、

全
職
員
で
課
題
を
解
決
し
自
校
の
良
さ
を
伸
ば
し
て
い

く
よ
う
重
点
項
目
を
設
定
し
、
取
り
組
ん
だ
成
果
に
つ

い
て
、
校
長
と
同
じ
経
営
の
視
点
か
ら
評
価
・
分
析
し

て
次
の
一
手
と
な
る
改
善
策
を
生
み
だ
し
て
い
く
取
組

で
す
。
自
己
評
価
に
つ
い
て
は
、
実
施
・
公
表
・
報
告

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、「
学
校
関
係
者
評
価
」
は
、
自
己
評
価
が
適

正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、
課
題
解
決
の
方
向
性
が
正

し
い
か
な
ど
を
点
検
を
す
る
た
め
、
保
護
者
、
地
域
、

関
係
者
が
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
の
様
子
や
学
校
の

取
組
等
に
つ
い
て
評
価
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
第
三
者
評
価
（
外
部
評
価
）」
で
は
、
学

校
関
係
者
評
価
ま
で
の
取
組
が
適
切
か
ど
う
か
判
断
す

る
た
め
に
、
学
校
と
は
直
接
関
係
の
な
い
有
識
者
等
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
学
校
を
批
評
す
る
目
的
で
は
な

く
、
適
切
に
学
校
評
価
が
運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
確
か

め
る
役
割
で
あ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
学
校
評
価
は
、
学
校
経
営
目
標
の
評
価
で
あ
る
と
と

も
に
、
保
護
者
、
地
域
住
民
が
、
学
校
関
係
者
と
し
て

関
わ
り
、
協
力
・
連
携
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
と

と
も
に
信
頼
あ
る
「
開
か
れ
た
学
校
」
を
推
進
し
て
い

く
制
度
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

学
校
評
価
制
度
は
、
健
全
な
学
校
の
営
み
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

― 

義
務
教
育
課 

―
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● 平成２１年度山梨県公立高等学校入学者選抜に関する意識調査結果報告 ●

■
調
査
概
要

　「
平
成
二
十
一
年
度
山
梨
県
公
立
高
等

学
校
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
意
識
調
査
」

は
、
今
後
の
入
学
者
選
抜
の
改
善
の
た
め

の
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
前

期
・
後
期
募
集
制
度
を
経
験
し
た
全
日
制

県
立
高
校
及
び
甲
府
市
立
甲
府
商
業
高
校

の
一
年
生
と
そ
の
保
護
者
の
全
て
を
対
象

に
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
実
施
し
ま
し

た
。

■
調
査
結
果

○
生
徒
の
八
十
七
％
は
前
期
募
集
に
肯
定
的

　
前
期
募
集
に
つ
い
て
、
生
徒
の

八
十
七
％
が
「
よ
い
と
思
う
」「
お
お
む

ね
よ
い
と
思
う
」
と
回
答
し
て
お
り
、「
あ

ま
り
よ
く
な
い
と
思
う
」「
よ
く
な
い
と

思
う
」
は
十
三
％
で
し
た
。

　
保
護
者
は
、七
十
％
が
「
よ
い
と
思
う
」

「
お
お
む
ね
よ
い
と
思
う
」と
回
答
し
、「
あ

ま
り
よ
く
な
い
と
思
う
」「
よ
く
な
い
と

思
う
」
は
三
十
％
で
し
た
。

○
前
期
募
集
に
肯
定
的
な
主
な
理
由

　
生
徒
の
回
答
で
多
か
っ
た
の
は
、「
得

意
分
野
な
ど
を
評
価
し
て
も
ら
え
る
」「
入

学
し
た
い
学
校
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
」

「
自
分
の
希
望
で
出
願
で
き
る
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。

○
前
期
募
集
に
否
定
的
な
主
な
理
由

　
生
徒
の
回
答
で
多
か
っ
た
の
は
、「
合

否
の
予
想
が
つ
き
に
く
い
」「
面
接
や
作

文
な
ど
の
準
備
が
必
要
」「
出
願
条
件
等

が
わ
か
り
に
く
い
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

○
前
期
募
集
に
出
願
し
た
主
な
理
由

　
生
徒
の
五
十
％
が
前
期
募
集
に
出
願
し

て
お
り
、「
受
検
機
会
を
生
か
す
」「
ど
う

し
て
も
入
学
し
た
い
学
校
・
学
科
だ
っ
た
」

「
得
意
な
こ
と
が
生
か
せ
る
」
な
ど
が
主

な
理
由
で
し
た
。

○
後
期
募
集
に
の
み
出
願
し
た
理
由

　
多
か
っ
た
回
答
は
、「
後
期
募
集
の
方

が
実
力
が
出
せ
る
」「
出
願
条
件
な
ど
が

あ
て
は
ま
ら
な
い
」「
万
一
、
不
合
格
に

な
る
と
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
く
、
後
期
募
集

に
影
響
す
る
と
思
っ
た
」「
前
期
募
集
は

倍
率
が
高
く
な
り
そ
う
で
、
合
格
が
難
し

い
と
思
っ
た
」
な
ど
で
し
た
。

○
「
教
育
方
針
、
志
願
し
て
ほ
し
い
生
徒

　
像
、
前
期
募
集
選
抜
方
法
」
利
用
状
況

　
生
徒
の
七
十
五
％
が
、
何
ら
か
の
形
で

志
望
校
決
定
の
参
考
に
し
た
と
回
答
し
ま

し
た
。

○
高
校
を
決
定
す
る
上
で
の
参
考
資
料
、

　
要
因
な
ど

　
生
徒
、
保
護
者
と
も
、
各
高
校
が
実
施

し
て
い
る
「
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
体
験

入
学
）」
や
「
学
校
説
明
会
」
を
志
願
先

を
決
定
す
る
際
の
参
考
に
し
て
お
り
、
次

に
「
家
族
、友
人
、先
輩
の
紹
介
」
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

 

■
調
査
結
果
の
公
表

 

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
新
し
い
学
校
　

づ
く
り
推
進
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
　

し
て
い
ま
す
。.
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○調査項目数
　「前期募集についてどう思うか」

 外 13 項目
○調査対象　　　　　　　　　単位：人、％

調査対象 回収数 回収率

高校１年生 6,659 6,614 99.3%

保 護 者 6,659 6,584 98.9%

計 13,318 13,198 99.1%

○調査方法

　全数調査（各高校を通じて実施）

4　よくないと
思う
2.8％

回答なし
0.0％

3　あまり
よくないと思
う 10.1％

2　おおむ
ねよいと
思う
35.5％

1　よいと
思う 51.6％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

8その他

7友達が出願

6先生や家族の勧め

5学力検査がない

4前期募集の募集人員が増えた

3得意なことが生かせる

2受験機会を生かす

1どうしても入学したい学校・学科

高 1生徒

高 1保護者

4　よくないと
思う
2.8％

回答なし
0.0％

3　あまり
よくないと思
う 10.1％

2　おおむ
ねよいと
思う
35.5％

1　よいと
思う 51.6％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

8その他

7友達が出願

6先生や家族の勧め

5学力検査がない

4前期募集の募集人員が増えた

3得意なことが生かせる

2受験機会を生かす

1どうしても入学したい学校・学科

高 1生徒

高 1保護者

高 1 生徒

平
成
二
十
一
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校

  

入
学
者
選
抜
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果
報
告

― 

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室 

―



　
甲
斐
風
土
記
の
丘
・
曽
根
丘
陵
公
園
内
に
あ
る
上
の
平

遺
跡
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て

営
ま
れ
た
百
二
十
五
基
も
の
大
規
模
な
方
形
周
溝
墓
群
で

す
。
一
九
七
九(
昭
和
五
十
四)

年
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
建

設
に
際
し
、
五
十
五
基
も
の
方
形
周
溝
墓
が
確
認
さ
れ
、

こ
の
一
帯
に
古
墳
が
出
現
す
る
前
夜
の
墓
制
と
社
会
の
様

相
を
究
明
す
る
上
で
重
要
な
遺
跡
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
「
方
形
周
溝
墓
広
場
」
と
し
て
保
存
・

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
山
梨
に
お
け
る
遺
跡
保

存
の
原
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
上
の
平
方
形
周
溝
墓
群
は
、
大
き
さ
の
違
う
墳
墓
が
秩

序
よ
く
配
列
し
て
お
り
、
中
に
は
一
辺
三
十
メ
ー
ト
ル
の

大
型
な
も
の
も
存
在
し
ま
す
。
弥
生
時
代
は
、
中
国
の
歴

史
書
『
魏
志
倭
人
伝
』
に
み
え
る
卑
弥
呼
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
祭
祀
を
行
い
な
が
ら
集
団
を
率
い
る
首
長
が
現

れ
、
次
第
に
そ
の
権
力
を
拡
大
し
て
ゆ
く
時
代
で
あ
り
、

そ
の
様
子
を
墓
制
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
自
然

の
恵
み
に
依
存
し
た
縄
文
時
代
か
ら
、
稲
作
農
耕
に
よ
る

食
糧
生
産
社
会
へ
と
移

り
変
わ
る
様
子
を
映
し

出
し
て
も
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
の
特
別

展
で
は
、
上
の
平
遺
跡

発
掘
三
十
周
年
を
記
念

し
て
「
卑
弥
呼
時
代
の

黄
泉
世
界
」
と
題
し
、

こ
う
し
た
墓
制
に
示
さ

れ
た
弥
生
人
の
精
神
世

界
「
黄
泉
世
界
」
を
垣

間
見
な
が
ら
、
社
会
全

体
の
姿
を
明
ら
か
に
し

ま
す
。な
お
東
日
本
地
域
に
は
方
形
周
溝
墓
出
現
以
前
に
、

縄
文
時
代
の
伝
統
が
残
る
再
葬
墓
や
、
こ
れ
に
伴
う
土
偶

形
容
器
、
人
面
付
土
器
な
ど
特
徴
的
な
墓
制
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
西
日
本
各
地
の
墓
制
と
比
較
し
な
が
ら
方
形

周
溝
墓
が
発
達
す
る
過
程
を
概
観
し
、
上
の
平
方
形
周
溝

墓
群
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し
ま
す
。

■
展
示
の
み
ど
こ
ろ
■

１
　
縄
文
か
ら
弥
生
へ

〜
黄
泉
世
界
の
う
つ
り
か
わ
り
〜

　
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
の
墓
地
と
集
落
を
比
較
し
ま

す
。
弥
生
時
代
の
大
集
落
と
し
て
知
ら
れ
る
大
阪
府
和
泉

市
の
国
指
定
史
跡
・
池
上
曽
根
遺
跡
出
土
品
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

２
　
弥
生
墓
制
の
開
花

〜
個
性
を
競
う
各
地
の
墓
制
〜

　
弥
生
時
代
の
墓
の
形
は
と
て
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で

お
り
ま
す
。
そ
の
形
や
出
土
品
を
展
示
し
、
九
州
か
ら
関

東
地
域
ま
で
の
個
性
的
な
墓
地
を
解
説
し
ま
す
。
最
近
発

見
さ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
京
都
府
京
丹
後
市
周
辺
の
美
し

い
ガ
ラ
ス
製
装
身
具
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

３
　�

卑
弥
呼
の
登
場

と
大
型
墳
丘
墓

　
上
の
平
遺
跡
が
営

ま
れ
た
時
代
は
、
ま
さ

に
卑
弥
呼
が
活
躍
し

た
時
代
で
す
。
各
地
に

発
達
す
る
大
王
墓
で

あ
る
大
型
墳
丘
墓
と

卑
弥
呼
の
関
係
、
さ
ら
に
上
の
平
遺
跡
や
弥
生
時
代
の
山

梨
と
邪
馬
台
国
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
佐
賀
県
吉

野
ヶ
里
遺
跡
や
福
岡
県
平
原
遺
跡
出
土
の
鏡(

国
宝)

な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

４
　
方
形
周
溝
墓
の
拡
が
り
と
上
の
平
遺
跡

　
弥
生
時
代
の
墓
制
の
一
つ
で
九
州
か
ら
関
東
地
域
ま
で

広
く
分
布
す
る
方
形
周
溝
墓
に
つ
い
て
、
大
規
模
な
上
の

平
遺
跡
を
は
じ
め
県
内
の
方
形
周
溝
墓
の
豊
富
な
出
土
品

を
展
示
し
ま
す
。

■
特
別
展
の
概
要
■

会

期
　
十
月
十
日(

土)

〜

十
一
月
二
十
九
日(

日)

期
間
中
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で)

観

覧

料
　
一
般･

大
学
生
六
〇
〇(

四
八
〇)

円

 

小･

中･

高
校
生
三
〇
〇(

二
四
〇)

　
円

（
　
）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
、
県

内
宿
泊
者
割
引
料
金

小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜

日
無
料

六
十
五
歳
以
上
の
方（
健
康
保
険
証
等
持
参
）

は
無
料

（
無
料
・
割
引
対
象
の
方
は
、
証
明
す
る
も

の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）

障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
場
合
ご
本
人
と
介

護
の
方
一
名
が
無
料

8

● 県立考古博物館第２７回特別展「卑弥呼時代の黄泉世界〜上の平方形周溝墓群発掘３０周年〜」 ●

上の平遺跡第１次調査で確認された方形周溝墓群

頭飾り・耳飾り

（京都府赤坂今井墳丘墓出土）

県
立
考
古
博
物
館
　第
二
十
七
回
特
別
展

　　「
卑
弥
呼
時
代
の
黄よ

み泉
世
界 

〜
上
の
平
方ほ
う
け
い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ
ぐ
ん

形
周
溝
墓
群
発
掘
三
十
周
年
〜
」― 

県
立
考
古
博
物
館 

―
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● 第３０回山梨県高等学校芸術文化祭開催について ●

　
県
内
高
校
生
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
あ
る
山
梨
県
高
等

学
校
芸
術
文
化
祭
は
、
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
に

第
一
回
を
開
催
し
て
以
来
、
今
年
で
三
十
回
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。

　
ま
た
、
高
文
連
（
山
梨
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
）
も
、

来
年
、
結
成
三
十
周
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
か
ら

三
十
周
年
記
念
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
高

文
連
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
ソ
ム
リ
エ
く

ん
」（
生
徒
公
募
作
品
）
を
制
定
し
、
今
年
度
は
山
梨
県

高
等
学
校
芸
術
文
化
祭
総
合
開
会
式
に
お
け
る
特
別
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
高
文
連
三
十
周
年
記
念
誌
の
編
纂
、
高
文

連
各
専
門
部
に
よ
る
記
念
育
成
事
業
な
ど
を
計
画
・
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
第
三
十
回
山

梨
県
高
等
学
校

芸
術
文
化
祭
は

「
終
わ
り
な
き

芸
術
と
の
戦
い
」

（
生
徒
公
募
作
品
）
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
十
月
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
、
二
十
八
の
専
門
部
が
県
内
各
会
場

で
発
表
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
毎
年

の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
パ
レ
ー
ド
や
総
合
開
会
式
、

巡
回
展
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
中
で
も
、
総
合
開
会
式
の
特
別
ス
テ
ー
ジ
は
、
昨
年
か

ら
そ
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
今
年
は
従
来
の
内
容
に
加

え
て
、
三
十
回
大
会
を
記
念
す
る
次
の
よ
う
な
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
　
平
成
二
十
一
年
十
一
月
五
日
（
木
）

午
後
二
時
〜
四
時
三
十
分

○
会
場
　
山
梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

○
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

（
一
）
ス
ラ
イ
ド
上
映

　
高
文
連
合
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
、
高

文
連
の
こ
の
十
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

（
二
）
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
ド
リ
ル
ス
テ
ー
ジ

　
甲
府
商
業
高
校
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
、
甲
府
湯
田
高
校

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
、
山
梨
学
院
大
学
附
属
高
校
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
に
よ
る
華
や
か
な
三
校
合
同
ド
リ
ル
ス
テ
ー

ジ
で
す
。

（
三
）
合
同
合
唱

　
平
成
二
年
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が
本
県
で
開

催
さ
れ
た
の
を
機
に
創
ら
れ
た
組
曲
「
甲
斐
の
国
賛
歌
」

の
中
か
ら
、「
甲
斐
は
ふ
る
さ
と
」
と
「
富
士
と
湖
」
の

二
曲
を
披
露
し
ま
す
。
高
文
連
合
唱
専
門
部
合
同
合
唱
団

に
よ
る
総
勢
百
六
十
名
の
大
合
唱
が
ホ
ー
ル
一
杯
に
響
き

渡
り
ま
す
。

（
四
）
記
念
交
流
特
別
ス
テ
ー
ジ

　「
日
本
の
美
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
郷
土
芸
能
、
吟
詠

剣
詩
舞
、
日
本
音
楽
、
書
道
の
各
専
門
部
が
一
体
と
な
っ

て
創
造
し
た
合
同
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
す
。「
序
曲
」

「
東
雲
」「
鼓
動
」「
静
寂
」「
大
河
の
流
れ
」
と
い
う
五
つ

の
場
面
構
成
で
感
動
的
な
舞
台
発
表
を
お
届
け
し
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
高
文
連
は
高
校
生
の
芸
術
文
化
活
動
を
支
援
し
、
生
徒

の
豊
か
な
心
や
創
造
力
、
感
性
な
ど
を
育
む
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
大
の
発
表
の
場
で
あ
る
高
等
学

校
芸
術
文
化
祭
を
多
く
の
方
々
に
観
覧
し
て
い
た
だ
き
、

生
徒
達
を
激
励
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
五
年
に
は
本
県
で
国
民
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
高
校
生

の
芸
術
文
化
活
動
が
県
民
文
化
振
興
の
一
端
を
担
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
高
文
連
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
皆
様
の
な
お
一
層
の

ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
十
回
山
梨
県
高
等
学
校
芸
術
文
化
祭
開
催
に
つ
い
て

― 

山
梨
県
高
等
学
校
文
化
連
盟 

―昨年度の総合開会式の様子

（平成 20 年 11 月 12 日、山梨県民文化ホール）
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● 子育て中の保護者への情報提供番組「子育て日記」放映中です！ ●

  「子育て日記」は子育て中の保護者への情報提供を

目的として３０年間続いている長寿番組です。今年度

も７月から１２月までの間、計２４回（再放送を含む）

にわたって放送します。

　昨年度からは、対象年齢を乳幼児から小学校低学年

まで広げました。また、今年度からは手話通訳を導入

し、幅広い視聴者の方にわかりやすく見ていただける

ようにしました。

　今年度も、子育て中の保護者の方の、悩みや不安を

軽減し、安心して子育てできるような有用な情報を伝

えています。

          　　　　　　　　　　

参加型学習教材

「やまなし『親』学習プログラム」

　子育て日記の中で、「やまなし『親』学習プログ

ラム」を紹介しています。０歳〜中学生の保護者と

高校生を対象とした冊子です。既に県内全ての保育所、

幼稚園、小・中・高等学校等に３冊ずつ送付してあり

ます。

　また、社会教育課のホームページにも掲載してい

ますので、使用したいページをダウンロードして

活用できます。保護者会・学習会など、様々な機会

にご利用ください。　講師の斡旋も行っておりま

すので、紹介を受けたい場合は、社会教育課にご

相 談 く だ さ い。http://www.pref.yamanashi.jp/

shakaikyo/48902642885.html 

放送日とテーマ（山梨放送）
放送時間　日曜日　朝７：４５〜８：００
回 放送（再放送） テーマ 内容

１
7/5

（7/12）
言葉の
スキンシップ

わが子がかわいいからこそ一生懸命
なのに反抗されてばかり。なんで分
かってくれないの？そんなわが子と
意思の疎通を図るのに最も大切な
言葉がけについて考えます。

２
7/19
（7/26）

どう取り組む？
「好き嫌い」

好き嫌いの弊害や肥満との関係は？
どうやったら食べられるようになる？
親の食生活は子どもの食生活にも
直結しています。親子で今までの食
生活を考えてみませんか？

３
8/2
（8/9）

夏の小児救急
夏の期間に注意しなければならな
い感染症や突然の病気。いざとい
う時に知っておきたい小児救急の対
応策。

４
8/16
（8/23）

働くママ達の
子育て知恵袋

仕事を持ちながらも子育てを両立さ
せて、毎Ｅｌを生き生きと暮らすママ
さんたち。そこにはサークル活動に
参加して情報交換したり互いに助け
合ったりとアイデアがいっぱい。

５
9/6

（9/13）

おじいちゃん、
おばあちゃん
とのいい関係

家族内での祖父母と孫の関係とは？
お年寄りとの交流はなぜ大事？子育
てで発生する世代筒ギャップを埋め
るには？

６
9/20
（9/17）

社会生活
はじめの一歩！
〜しつけ実践講座〜

子どもが成長し、家庭や社会生活
を営んでいく上で最も基礎的な部分
となる「しつけ」。親から子へ…伝
えたい大切なことは沢山あるけれど
…教育現場で取り組む「しつけ」と
は？

７
10/4

（10/11）
「はりきりパパ」は
いつものパパ？

「親子参加イペント．い．所を見せ
ようと張り切って、子どもに嫌がら
れた経験無いですか？子どもは普段
のパパをいつも見ています。子ども
と笑いあえる時間をつくってますか？

８
10/18
（10/25）

地域の子育て
支援サービス
最新情報

一ロに子育て支援といっても、行政
サ一ビスにはどんなものがあるの？
また支援制度は？

９
11/1
（11/8）

みんなで早寝
早起き朝ごはん
してますか？

不規則な親のライフスタイルに子ど
もをつき合わせていませんか？子ど
もの慢性的な寝不足の弊害、朝食
をとらない子ども、知らず知らずの
うちに、親中心の生活になっていま
せんか？

１０
11/15
（11/22）

保育園・幼稚園に
求められて
いるもの

社会情勢の多様化にともない、保
育園・幼稚園のあるぺき姿も変わり
つつある。今、現場ではどんなこと
を社会から求められていると感じ、
実践しているのか？実情を伝える。

１１
11/29
（12/6）

「子育て寺子屋」の
現場から

自分の思いを話し、周りの人々の
話を聞きながら、自分の子育てを
振り返ったり、わが子の成長してい
く様子を考えたり。一緒に子育てに
ついて考えていきましょう。

１２
12/13
（12/20）

冬の小児救急
冬の期闇に注憲しなければならな
い感染症や突然の病気。いざとい
う時に知っておきたい小児救愈の対
応策を紹介。

◇お問い合わせ山梨県教育庁社会教育課
ＴＥＬＯ５５−２２３−１７７３　　　ＦＡＸＯ５５−２２３−１７７５

子育て中の保護者への情報提供番組

「子育て日記」放映中です！

― 社会教育課 ―



 　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目
指す「ミュージアム甲斐・ネットワーク」会員施設を紹介します。

ミュージアム甲斐・ネットワーク  

～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―

　甲斐の国（山梨県）東部にある郡内地方の中心として、古く

から栄えてきた都留市の歴史と文化について、毎年９月初めに

行われる市内最大の祭り「八朔祭」で巡行される屋台とその飾

り幕などの実物資料や、映像などのマルチメディアを駆使して、

わかりやすく紹介しています。

　常設展示は、八朔祭の屋台と飾り幕、市内の遺跡から出土し

た石器・土器などの考古資料、江戸時代に作製された村絵図（甲

斐国志編さん資料）などです。その他、年に数回企画展を開催

しています。

住　　所　都留市上谷１－５－１

電話番号　０５５４－４５－８００８

担 当 者　奈良

休 館 日　月曜日、祝日の翌日、第３火曜日

入 館 料　一般３００円、

高校・大学生２００円、

小中学生１００円

（２０名以上の団体は３割引）

駐 車 場　無料（１０台）

※「谷の町史（ふみ）の里案内人」が城下町谷村の見どころを

ご案内します。（要予約）
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク ／ミュージアム都留、明野子ども美術館 ●

 ミュージアム都留　（都留市）

　平成１０年１０月の開館以来、子どもたち一人ひとりが自ら

感じた世界を表現しようとしている作品、その時代を象徴する

切り口を持つ作品を、３～４ヶ月ごとに展示替えをし、紹介し

ています。

本年度下期の企画展

９月～１２月「ものがたりの絵」展

常設展

＜世界の子どもたち＞＜子どもの絵の見方＞

＜遊べる展示－木や布のおもちゃ＞

　また、生活をきりひらく手仕事を重視し、絵画だけでなく工

作も表現としてとらえ、毎月手仕事講座や研究会を催していま

す。障がいのあるなしにかかわらず幼児からおとな、指導者ま

で、一人ひとりにあった方法、用具で作業しています。

住 所　北杜市明野町浅尾新田３８５

電話番号　０５５１－２５－５３４０

連絡担当者	 松崎春子

開 館 日　土・日曜日

開館時間　午前１０：００～午後４：００

入 館 料　維持費として２００円程度のカンパ

駐 車 場　有

＊展示見学、手仕事講座等は予約が必要です。

明野子ども美術館（北杜市）

ミュージアム都留外観

明野子ども美術館外観

常設展示①（都留歴史絵巻）

木工作教室

常設展示②（八朔祭屋台）

賢治祭
平成 21 年 9 月 20 日（日）

午後 5：30 〜 7：00



　平成１９年にスタートしたミュージアム甲斐・ネ

ットワークの美術・文学部会では、これまでに５回

の「県立美術館収蔵作品巡回展」を県内各地で開催

してまいりました。

　本展では、美術・文学部会参加の県内４５館の美

術館・文学館から、２３館のコレクションの魅力と

その活動の特色を、県立美術館の特別展示室で一堂

に紹介します。

　山梨ゆかりの作家をはじめとして、日本および海

外の絵画作品、立体作品、工芸作品など多種多様な

各館を代表する名品と紹介パネルによって、参加館

を身近にわかりやすく感じていただける機会となる

でしょう。

会 期　９月１２日（土）～９月２７日（日）

開館時間　午前９時～午後５時

（入館は３０分前まで）

休 館 日　９月１４日（月）、２４日（木）

観 覧 料　無料

　ここ最近の夏の空模様はひと昔前のそれと大分変わっ

てきたなあと感じる。南の国のような夏の空気感に触れ

る度に思い出すのは、１０年近く前にフィジー共和国で

過ごしたことである。縁あってフィジーの首都スバにあ

る盲学校で手伝わせていただいたのだが、最初の頃はゆ

ったり、のんびり、おおらかな人々や習慣に戸惑ったこ

とを覚えている。それまでの感覚や常識と思っていたこ

とは通用せず、ジレンマを感じたこともあった。　　　

　そんな中、いつも助けられたのは現地の子供たちだっ

た。何だかよく通じない言葉で話す私に、太陽をいっぱ

い浴びた屈託のない笑顔を向け、私のつたない言葉と表

情や雰囲気から、こちらの言いたいことを見事に読み取

ってくれた。本当に助けられ、子供たちの柔軟さに驚き

感謝しながら、笑ったり、泣いたり、怒ったり、食べた

り (?!) したものだった。

　さて、現在、日々一緒に学校生活を送っている生徒た

ちに対してはどうであろうか。毎日、自分の気持ちや思

いを様々な表現方法で力いっぱい伝えてくるが、あの時

出会った子供たちのように、しっかりと受け止めて、伝

え合えているだろうか。日々の出来事を振り返りながら、

生徒たちの思いをしなやかに受け止めて、次へとつなげ

ていけたらと夏の空を感じながら思った。

（県立わかば支援学校）

　「片付けられない女」というのがあるが、私も物を捨て

られないし、片付けられない。

　ところで、人は生まれた瞬間３万人だか 30 万人だかの

力を借りている、という話を聞いたことがある。分娩室

にそんなに人はいないだろうと思いながら良く話を聞い

てみると、分娩室のベッド、へその緒を切る道具、体を

洗う水・・・他にもたくさんのものや資源が必要なのだが、

それらを作ったり供給したりするのに携わっている人々

（水道会社の人など）、全てを合計するという単純な計算

で出た人数らしい。

　身の回りにあるものを見ても、自分の使っている机の

木の部分、パイプの部分、着ている洋服、靴など、中に

は海外の最低賃金で働いている人たちが作っていて、そ

の人達は家に帰れば家族がいて、などと思いめぐらすこ

とがある。私が些細なことで思い悩んだり考えたりする

ようにその人達の人生も楽しいばかりではなくて・・・

と思いながら身の回りを見ていると、自分はこんなにも

多くの人の人生の一部分に囲まれて生活しているのかと

思い、ちょっと恐ろしくもあり荷が重くもある。社会還

元をせねば。

　「だからそれは簡単に捨ててはいけないでしょう」とい

う言い訳をしつつ、やはり部屋は散らかったままの生活

は続いていく。いつかは付喪神に会えるだろうか。

（県立ひばりが丘高等学校）

らくがき

「夏空におもうこと」

伊藤　静香

「付喪神（つくもがみ）」

久保田 琴乃

12

● らくがき・ミュージアム甲斐・ネットワーク事業やまなしの美術館大全展 ●

ミュージアム甲斐・ネットワーク事業
やまなしの美術館大全展

山梨県立美術館

会場となる山梨県立美術館



　本校は人口一万余が居住する富士見地区にあります。かつ

ての純農村地域から住宅地域へと変貌する中で、地域と学校

のかかわりを創意する「富士見の子どもを考える会」「富士見

の子どもを守り育てる運動」を展開してきました。

　平成１９年にスタートした学校独自の復習教室から、家庭・

地域、行政を巻き込んだ教育課程外の地域適応システム（地

域の教育力を活用し、子どもの健全育成を図る）への転換を

図っています。

　平成２０年には、学習や多様な活動を通じ、子どもを中核

とした社会の在り方を探ることを基本理念とした、ＮＰＯ法

人の「学びの広場ふえふき」が設立されたことを機に、人と

のかかわりを通じた子どもづくりを学校と「学びの広場ふえ

ふき」で協力して進め、現在に至っています。

◇チャレンジ富士見　平成２１年の計画

（１）復習教室（３０回）

（２）体験教室（１２回）

（３）相談教室（週１〜２回）

（４）サポート教室（１４回）

　（１）から（４）の活動を年間を通して実施する中で、地域

社会の活動の拠点として、学校の役割を追求しています。

◇授業アドバイザー派遣要請

　昨年度より、校内研修における授業アドバイザーとして、

ＮＰＯ法人「学びの広場ふえふき」から、講師を派遣してい

ただいています。　

　授業に関するきめ細かなアドバイスを受け、指導力の向上

に努めています。

　甲府西高では、西高に集う生徒はもちろん、全ての人に自

己を表現する場（舞台）を設け、生徒とともに感動を味わい

成長することを趣旨とした「ｎ．ｓｔａｇｅ」構想を掲げ、様々

な取組を行っています。

○学びの「ｎ．ｓｔａｇｅ」

  西高のモットーは「授業第一主義、学校第一主義」。65 分授

業や、単位制のメリットを生かした幅広い科目選択と小人数

指導で、個性・特性を伸ばし、国公立大現役合格率６３％と

いう進学実績を残しています。

○部活の「ｎ．ｓｔａｇｅ」

  授業は１日５時間で、放課後の部活動への積極的な参加を

促しています。そのため、約９０％の生徒が部活動に参加し、

充実した高校生活を送っています。

○鳳凰祭の「ｎ．ｓｔａｇｅ」

  西高の学園祭「鳳凰祭」は、生徒の演劇やダンスの発表等の

他、保護者の合唱発表や同窓生の美術・工芸品の展示など様々

な催しがあり、地域の人々も含め多くの来校者で賑わいます。

生徒はそれぞれの舞台で豊かな感性や個性を表現し、多くの

感動を与えています。

　この他にも、西高アート展等の学校行事があり、一人ひと

りが輝くことの出来る「ｎ．ｓｔａｇｅ」づくりに取り組ん

でいます。
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● 学校紹介／笛吹市立富士見小学校・県立甲府西高等学校 ●

活発な部活動（男子バスケットボール部） 西高アート展（音楽部門）鳳凰祭一般公開日

相談教室の風景 体験教室（囲碁・将棋・オセロ教室）の風景

ひとりひとりが輝く舞台　…それが　ｎ .stage 
県立甲府西高等学校

人とのかかわりを求めて 
ーチャレンジ富士見の取り組みー

笛吹市立富士見小学校
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● 「教育の情報化」と総合教育センターの役割 ●

　
平
成
二
十
一
年
三
月
に
文
部
科
学
省
か
ら 

「
教
育
の
情

報
化
に
関
す
る
手
引
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
受
け
て
「
情
報
教
育
や

授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
、
学
校
の
情
報
化
」
の

進
展
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
中

で
、
特
に
学
校
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
に
つ
い
て
解
説

し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
手
引
の
中
で
、「
教
育
の
情
報
化
」
と
は
、
次
の

三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
情
報
教
育

子
ど
も
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成

②
教
科
指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

各
教
科
等
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
効
果
的
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
（
＊
注
）

③
校
務
の
情
報
化

教
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
と
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

間
の
確
保

　
そ
し
て
、
教
育
の
質
的
向
上
を
目
指
し
て
、
教
員
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上(

研
修
等)

と
、
学
校
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
教
育
の
情
報

化
を
推
進
す
る
た
め
の
教
育
委
員
会
や
学
校
に
お
け
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
も
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
情
報
教
育
部
が
、

本
年
度
組
織
的
に
推
進
し
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

○
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修
会

　
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
を
高
め
る
た
め
に
七
月

二
十
四
日
か
ら
八
月
二
十
六
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
に
わ

た
り
、
情
報
教
育
関
係
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
プ
ロ
や
表
計
算
を
は
じ
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用
、
さ
ら
に
動
画
教
材

作
成
な
ど
、
基
礎
系
か
ら
活
用
系
ま
で
延
べ
三
十
五
講
座

を
開
設
し
た
と
こ
ろ
、
定
員
を
大
幅
に
上
回
る
申
込
み
が

あ
り
、
ど
の
講
座
も
盛
況
で
し
た
。

○
情
報
教
育
推
進
の
た
め
の
研
究
・
開
発

  

研
修
主
事
の
本
年
度
の
研
究
主
題
が
「
情
報
モ
ラ
ル
教

育
の
充
実
に
関
す
る
研
究
」
と
い
う
こ
と
で
、
小
学
校
の

道
徳
の
時
間
や
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
通
し
た
情
報

モ
ラ
ル
の
育
成
や
商
業
教
育
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育

に
役
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

○
「
ピ
ー
チ
ウ
ェ
ア
」
の
本
格
運
用
開
始

  
昨
年
度
ま
で
「
提
出
・
回
収
」
機
能
を
中
心
に
県
教
育

委
員
会
や
そ
の
他
の
部
署
で
も
御
利
用
い
た
だ
い
て
い
た

「
ピ
ー
チ
ウ
ェ
ア
」
シ
ス
ス
テ
ム
の
運
用
規
定
等
を
整
備

し
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
本
格
的
に
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
中
で
も
「
提
出
・
回
収
」
機
能
は
、
管
理
者
（
教
育
委

員
会
・
教
員
）
が
利
用
者
（
学
校
・
職
員
・
児
童
生
徒

等
）
か
ら
資
料
等
を
一
括
回
収
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
も
確
保
さ
れ
て
お
り
、
県
下
中
学
生
の
進
路

希
望
調
査
や
全
学
校
対
象
の
Ｉ
Ｔ
環
境
状
況
調
査
等
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
教
育
機
関
や
学
校
と
の
電
子
文
書
配
信
・
回
収
シ

ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
り
「
学
校
の
情
報
化
」
を
目
指
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
が
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
教
育
情
報
の
発
信

　
教
育
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
（//w

w
w

.y
p
ec.ed

.jp

）
の
ト
ッ

プ
デ
ザ
イ
ン
を
改
訂
し
ま
し
た
。
今
年
度
七
月
末
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
累
計
数
は
、
二
百
二
十
四
万
件
を
超
え
て
い
ま

す
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
「
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

か
ら
始
ま
っ
て
「
各
部
へ
の
リ
ン
ク
「
教
科
・
領
域
へ
の

リ
ン
ク
」「
教
員
向
け
研
修
講
座
」「
ハ
イ
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
」

「
プ
ラ
ム
メ
ー
ル
」「P

each
 W

are

」「
教
材
・
授
業
素
材
」

「
教
育
関
係
資
料
」
等
の
項
目
が
あ
り
、
随
時
追
加
修
正

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
御
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
　

○
児
童
生
徒
へ
の
人
権
対
応
シ
ス
テ
ム
運
用

　
子
ど
も
や
学
校
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
悪
質

な
書
き
込
み
な
ど
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
、
セ
ン

タ
ー
内
に
専
用
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
組
織
的
に
書
き
込

み
を
確
認
で
き
る
態
勢
を
整
え
、
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
か
ら
相
談
を
受
け
た
場
合
、
学

校
や
市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
県
教
教
育
委
員
会
に
連
絡

し
、
セ
ン
タ
ー
で
書
き
込
み
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
　
書
き
込
み
等
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
注
・
・
・「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
と
は
、

In
fo

rm
atio

n
 an

d
 C

o
m

m
u
n
icatio

n

T
ech

n
o
lo

g
y

の
略

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）な
ど
の
情
報
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
こ
と
。

     

「
教
育
の
情
報
化
」
と
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
役
割

― 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
　
情
報
教
育
部 

―
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● 県立図書館／「レファレンスの道具箱　俳句について調べる」 ●

『レファレンスの道具箱…テーマ別調べ方ガイド』
山梨県立図書館

◇ 俳句について調べる ◇

　俳句を探す 

『新俳句大観』（明治書院　2006）
　戦前までの約13,000句が、五七五のうちどの句からでも探せます。句の全文や作者、
出典を調べることができます。

『ふるさと大歳時記』 全８巻（角川書店 1991 ～ 1995）
　日本の地方ごとに季語がまとめられており、分野別に俳句を探すことができます。
別巻には世界で詠まれた句が載っています。

『日本名句集成』 （学燈社　1991）
　中世から現代までの 589 人の句が収録されており、作者別に探せます。句だけでなく俳人や俳書についても解説
があります。
                                                          

『評解名句辞典』 （創拓社　1990）
　人名の 50音順に配列され、句の読みや解説が記載されています。巻末の索引で初句・二句・俳書などからも探
すことができます。

『古典俳文学大系』 全 16 巻（集英社　1976）
　室町末期からの俳書を刊行順に収録したもので、読み下しや注が付けられています。

　俳人について調べる

『俳文学大辞典』 （角川書店　1995）
　俳諧にかかわる人物・資料・用語などを総合的に調べられる辞典。俳人の略歴・代表句などが掲載されており、
付録の俳文学年表を見ながら確認できます。

『和歌・俳諧史人名事典』 （日外アソシエーツ　2003）
　幕末までの俳人の生没年・略歴などの情報を収録。明治以降の俳人は姉妹編『詩歌人名事典』（日外アソシエーツ
2002）に収められています。

『現代俳句大事典』 （三省堂　2005）
　現代の俳人約 1,000 人が収録されています。付録に受賞者や歳時記の一覧も付いており、さまざまな目的に利用
できます。

インターネットで調べる
俳句について調べるのに便利なサイトがあります。

「芭蕉 DB」 http://www2.yamanashi-ken.ac.jp/~itoyo/basho/basho.htm

　松尾芭蕉の年表、俳句全集、関係人物集など、幅広い情報が得られます。
「現代俳句データベース」http://www.haiku-data.jp/

　近代以降の俳句が、季語・作者・初句などから探せます。

※今回紹介した資料以外にも関連資料がございます。ぜひご利用ください。

☆☆☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆

☆☆☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆

▲俳句関係の資料



山梨の文化財

県
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

　
　
甲
府
城
跡
出
土
金

き
ん
ぱ
く
し
ゃ
ち
か
わ
ら

箔
鯱
瓦
（
山
梨
県
）

　
　
　 (

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
一
日
指
定)

　

甲
府
城
跡
は
、
戦
国
期
の
一
五
九
〇
年
代
に
、
豊
臣
系
大
名
に

よ
っ
て
櫓
や
ぐ
らに
金
箔
瓦
、
高
い
石
垣
、
城
門
が
あ
る
典
型
的
な
織

し
ょ
く

豊ほ

う

系け

い

城
じ
ょ
う

郭か

く

と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
金
箔
鯱
瓦
は
甲
府
城
の
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
城
の
中
心
で
あ
る
本
丸
や
そ

の
周
辺
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
す
。

　

鯱
瓦
は
、
建
造
物
の
屋
根
の
両
端
に
配
置
さ
れ
た
魚
の
形
を
し

た
瓦
で
、
表
面
に
は
金
箔
や
朱し

ゅ

が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
鯱
瓦
の
破
片
は
一
二
〇
点
あ
り
、
大
形
破
片
を
復
元
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
大
き
さ
は
一
三
二
セ
ン
チ
の
高
さ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
金
箔
鯱
瓦
は
、
本
丸
周
辺
に
金
箔
瓦
が

輝
く
高
い
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

甲
府
城
に
は
、
豊
臣
氏
支
配
を
誇
示
す
る
目
的
で
大
き
な
建
造

物
が
あ
り
、
金
箔
鯱
瓦
は
そ
の
建
物
を
象
徴
す
る
特
徴
的
な
瓦
で

も
あ
り
ま
す
。

教
育
や
ま
な
し
（
二
二
六
号
）
平
成
二
十
一
年
九
月
十
日
　
発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会
　
編
集
／
教
育
庁
総
務
課
　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
五
〇

主な行事予定
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

■
平
成
21
年
度
上
半
期
遺
跡
調
査
発
表
会

　「
会
場
　
風
土
記
の
丘
研
修
セ
ン
タ
ー
講
堂
」	

	

10
／
24

県
立
図
書
館

■
県
民
の
日
協
賛
行
事

　「
書
庫
開
放
、
お
は
な
し
会
、
本
の
修
理
、
後
援
会
等
」	

	

11
／
20

■
資
料
紹
介
展
示

　「
星
空
を
読
む
、
宇
宙
の
謎
を
解
き
明
か
す

－

世
界
天
文
年
２
０
０
９

－

」      

9
／
18
〜
12
／
24

県
立
美
術
館

■
特
別
展

　「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
甲
斐
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
や
ま
な
し
の
美
術
館
大
全
展     

9
／
12
〜
9
／
27

■
特
別
展

　「
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
冒
険
　
20
世
紀
巨
匠
た
ち
の
挿
絵
本
　
ピ
カ
ソ
、
マ
テ
ィ
ス
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
・
・
・
」

10
／
17
〜
11
／
23

県
立
博
物
館

■
特
別
公
開

　「
速
報
！
市
河
家
文
書
」
展	

	

9
／
19
〜
23

■
企
画
展

　「
甲
斐
道
を
ゆ
く

－

交
流
の
文
化
史

－

」	
	

10
／
3
〜
11
／
23

県
立
考
古
博
物
館

■
特
別
展

　「
卑
弥
呼
時
代
の
黄
泉
世
界
〜
上
の
平
方
形
周
溝
墓
群
発
掘
30
周
年
〜
」	

　
10
／
10
〜
11
／
29

県
立
文
学
館

■
開
館
20
周
年
記
念
企
画
展

　「
樋
口
一
葉
と
甲
州
」

	
 

9
／
19
〜
11
／
23

■
企
画
展
関
連
講
演
会

　「「
雨
の
萩
」
か
ら
　
〜
一
葉
の
妹 

邦
子
〜
」　
講
師
　
青
木
　
玉
（
随
筆
家
）　
　
　
　
11
／
3

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − 223 − 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html

作品タイトル

「歌舞伎鑑賞教室・華果
西遊記」
　かえで支援学校では日本の
伝統芸能である歌舞伎鑑賞教
室を毎年 1 年生が実施し、事
後学習として感想画を描きま
した。 
　伝統的な形式をふんだ歌舞
伎ではありますが現代的セン
スに富んだ「華果西遊記」の
舞台を観て、芦澤幸嗣君が感
じた美しさと迫力をそのまま
絵に表現しました。瞬間的に
全体性を感じ取り、その印象
を自由でのびのびとした線と
色彩で描き、自在な力をもつ
スーパーヒーロー孫悟空の活
躍が伝わってくるインパクト
のある感想画となりました。

指導者　松下めぐみ　教諭

表紙を飾る

県
立
か
え
で
支
援
学
校

高
等
部
１
年

　
芦
澤
幸
嗣


